
２０２２鉾田一高・附属中 山王祭 【開祭式 校長あいさつ】 

 Palette  ～ 百花繚乱 咲かせよう君色の花 ～ 

 Are you ready? （yeah！） 

 学校全体が、まさしく百花繚乱、カラフルな世界になりましたね。昨日、準備の様子を見まし

たが、皆さんの創造力、発想力、再現性の高さに驚きました。  

 山王祭が開催できるのは、生徒・教職員の皆様のご尽力の賜物です。心から感謝いたしま

す。また、限定的ではありますが、中学・高校 3 年生の保護者の方にもおいでいただける機会

がつくれたことを嬉しく思います。 

 昨年、一昨年の卒業生は、文化祭や部活動の大会、修学旅行がなくなるなど、まさしくモノト

ーンの高校時代を体験しました。ニュースで見るウクライナの戦場の映像もほぼモノトーンに見

えます。私たちも、この２年の間、コロナ禍で強いられたマスク生活や行動制限という、モノク

ロに近い世界に生きています。 

 そんな中、今年の山王祭に、「Palette ～百花繚乱 咲かせよう君の花～」という素敵な

テーマを与えてくれてありがとう。コロナ禍というモノクロの世界に、色を足してくれるのは、

生徒の皆さんの笑顔と活躍、我慢や勇気です。 

 コロナ禍が収束しない中での２日間開催は、初の企画であり、生徒会のみなさん、特活部の

先生方は、特に頭を悩ませたことと思います。そして、困難なことは承知の上で、「できること

を精一杯頑張る」という、鉾一の生徒・教職員みなさんの力が、この山王祭に繋がっています。 

 palette にいろいろな色があるように、意見の違いや、思い通りにいかないことがあるの

は、学生時代も社会に出ても同じです。今いる環境の中で、仲間とどう協力して、「君色のキャ

ンバス」にしていくのかは、生きる上でとても大切なことだと思います。 

  高校３年生にとっては、これが、最後の文化祭となります。 

 この山王祭が、皆さんの人生の中の、楽しい記憶のキャンバスとなる２日間でありますよう

に。そして、百花繚乱の山王祭が、私たちの誇れる鉾一百周年への架け橋となることを心から

期待します。 
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